
本街区基準点ＧＩＳシステムは、直接ＧＩＳマップ上で、基準点（街区基準点・登記基準点・2,3 級基準
点）をマウスで右クリックします。 あらかじめ設定してあるリンクファイルより「点の記」を選択します。

点の記をＰＤＦファイルで表示します。 
 
右クリックしてリンク設定したリスト表示から選択すれば、リンクファイルより図面、書類、調書、ＰＤＦ、

他メデアを表示します。   （マイコンピュータでリンク設定して動作するデータ） 

☆ 街区基準点を GISで管理   （その１） 

■ ＧＩＳマップ上で、基準点（街区基準点・登記基準点・2,3級基準点）を 
右クリックします ⇒ リンクファイルより「点の記」を選択します ⇒ 点の記をＰＤＦファイルで表示します。 

 街区基準点を、名称や属性による検索およびマップ上からの検索し、点の記や基準点情報（名称・座

標値・属性等）をＥＸＣＥＬやＳＩＭＡファイルに出力する情報出力機能などＧＩＳ上で管理します。 

街区基準点の管理 
街区基準点 

街区基準点は、都市再生街区基本調査を行うために設置された測量標識です。この測量標識には永久標識としての

街区三角点（３級公共基準点相当）及び、仮標識としての接点が設置されています。街区基準点の成果は、一般の公共

測量等に利用することができます。  また、都市部の地籍調査についての「都市再生街区基本調査」は、一筆ごとの土

地について所有者、地番、地目、境界及び面積を調査する地籍調査は、土地の境界を明確にします。  しかし、地積調

査には多くの労力と時間がかかり、特に都市部では土地の権利関係が複雑なため調査が遅れています（進捗率：全国

46％、都市部 19％（平成 16年度末））。  このような都市部の地籍整備の状況を改善し測量作業を円滑化・迅速化及び
安心のできる土地取引の基盤づくりを進めていくことが都市再生を推進します。 
 

街区基準点の管理と運用 
街区基準点を利活用し測量・調査を円滑にかつ正確に運用管理するのにGISシステムで総合管理する必要があります。
本、街区基準点管理システム（GIS）は、街区基準点及び測量データ、街区基準点網図・点の記、図面、調書、画像等を
一括管理し支援するシステムです。 

街区基準点 



☆ 街区基準点を GISで管理   （その２） 

ＧＩＳエンジンとデータベース（管理システム）を基本に開発した街区基準点管理システムです。 
図面制御機能を標準装備していますので、表示している大きさの図面、画像データを簡単に図面出

力ができます。（対応図面サイズ A0~A4）またエクセルへデータ出力の可能にしました。 
本、システムで基準点（街区基準点・登記基準点・2,3 級基準点）、オルソー画像、ＣＡＤ図面、測量
データ、画像データ（JPEG,TIFF,BMP等）ＰＤＦ，文書ファイル、ビデオ画像まで一括管理します。
 ☆リンクファイルの設定は、設置先のファイルを選択して設定ＯＫにするだけで簡単操作！ 

■全体マップから ⇒ 詳細マップへ 
  図面データは階層表示（レイヤー）しますの

で、表示及び図面出力は選択して出力します。

 

エクセルへ直接出力します 
・座標データ 
・属性データ 

地番表示 

レイヤー管理 

■ 全体マップ 
オルソー画像背景にして、字界を表示

⇒ 基準点・街区基準点を表示します。 
次に 
選択 ⇒ 詳細マップへ 
    詳細マップは、座標、画地データ、網図等

のデータを表示します。 
 
表示図面データは図面出力 
      
    ⇒ 図面出力のエリヤを図面出力します。

      出力図面サイズ 、縮尺等の指定 

☆基準点情報（名称・座標値・属性等）をＥＸＣＥＬやＳＩＭＡファイルに出力します。



■街区基準点管理   （検索機能・情報出力機能） 

■基準点属性を検索してリスト表示・出力します。 
検索する属性（大分類 赤枠）に対する、種別（小分類 青枠）を選択して検索します。

また他に名称や測量年月日等属性データ管理をデータベースにしていますのでリスト

から検索及びマップから直接検索できます。

 

街区基準点を、マップ上から検索します。 


